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L-band SAR 4偏波モードによる建物倒壊域検出 

*3 M. Watanabe, et al., Analysis of Urban Areas Affected by the 2011 off the-Pacific-Coast of Tohoku Earthquake and Tsunami with L-band SAR Full-Polarimetric Mode, TGRSSL, 9(3), 536-540, 2012 

東日本大震災(石巻市) 

JAXAⒸPALSAR-2 

JAXAⒸPALSAR-2 

天津化学工場爆発 

災害前後の| RR-LL|は、建物倒壊域をよく検出 。 
緊急観測で4偏波データ観測はあまり行われていない(視野が狭い、分解能がやや劣る) 
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コヒーレンス差解析について 

東日本大震災 

Kobayashi T, et al., Journal of the Geospatial Information Authority of Japan 122:pp143-151 (in Japanese) 

建物損壊域の検出 

Tamura M, El-Gharbawi T (2015), Proc. of the 58th spring conference of the remote sensing society of 
Japan:pp29-30 (in Japanese) 

2015ネパール地震(Gorkha) 

渡邉ら、 JpGU 2015 

東日本大震災津波 

兵庫県南部地震 

Yonezawa C, & Takeuchi S (2001), INT. J. REMOTE SENSING 22(8): 1585–1600 

液状化地域の検出 



日程     ： 2015年8月16日～22日 
主な調査地： Katnandu, Sankhu, Khokana, Bhaktapur 
     Sankhu, Khokanaで全棟調査 

ネパール調査 

調査ルート 



コヒーレンス差解析結果 

場所    ：Bhaktapur 
発災日： 2015年4月25日 
データ ：災害前：2014年 10/14 2015年 2/21、 
              災害後：2015年 5/2 
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規格化コヒーレンス差 

 HH HVを用いた、検出精度向上 
 コヒーレンスフィルタを併用した、広域データからの建物倒壊域検出 

5.0
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災害前災害前

(都市域は高いコヒーレンスを示すと考えられるため) 



強度(災害前) 強度(災害後) 

HH  0.2 HH HV averege  0.2 + filter 



Google Earth HH HV average  0.2 + filter 

Gangabu地区 

ゴンガブ地区 

建物倒壊がほとんど検出されず 

楠浩一, 建築防災, pp16-19, 2015 11月 



α° 

α  0°： 0
HH 大  0

HV  
α  0°： 0

HH 小  0
HV 大 

 2偏波(HH, HV)で精度向上した要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 都市部2回散乱の偏波依存性 
 データ数の増加 
 損壊領域の検出精度が悪い要因(27.1-42.1%) 
 PALSAR-2分解能が10mと低かった。 
 建物は常に高いコヒーレンス(明るい後方散乱)を示さない 
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都市域の災害前コヒーレンス(HH HV平均) 

Khokana Sankhu Gangabu 

Gangabuで低コヒーレンス 
建物密度が高いため？ 



Madhyapur Thimi 地区 

Madhyapur Thimi地区 

道路の陥没（液状化）を検知？ 
建物倒壊はほとんどなし 

Google Earth HH HV average  0.2 + filter 



Google Earth HH HV average  0.2 + filter 

ダルバール広場 

ダラハラタワー 



カルモチャン マハデブ寺院 

大きくて周りに何もない建物は検出しやすい 



Google Earth HH HV average  0.2 + filter 

森林(低密度？)や農地でコヒーレンス低下箇所が残る 



コヒーレンス低下領域 

静岡大学防災総合センター 
小山先生資料 
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コヒーレンス差 

赤： 0.6  ,  橙： 0.4     0.6 

火砕丘(7/11 ドローン映像等より) 

コヒーレンス低下領域は、 
火砕丘の範囲をカバー 

コヒーレンス差解析 
火山(箱根)への適用 



まとめ 

ネパール地震(Gorkha)後、損壊建物損壊全棟調査を行う 
コヒーレンス差解析による、建物倒壊域検出 
  (HH, HV偏波)＋コヒーレンスフィルタ利用 
コヒーレンスフィルタは精度向上に有効、HV偏波の利用はやや有効 

 HH HV平均： 0.1～0.2で、半壊以上の建物損壊を検出 
 検出精度 
非損壊場所：97.2%以上 損壊場所：27.1-42.1% 

⇒ 災害直後に広域観測データからの建物損壊検知に有望。 
 火山丘の検出でも有望 
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石煉瓦作り 鉄筋コンクリート 

建物被害度の定義 
(EMS-98) 


